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検査法 質量分析（LC-MS/MS）

検査項目 コルチゾール

材 料 血清または唾液

必要量 500 µL

保存方法

血清：採血後、ただちに遠心分離し、上清をマイクロチューブに
移した後、-80℃にて保存

唾液：口を濯ぎ、スワブで採取後、ただちに遠心分離し、上清を
マイクロチューブに移した後、-80℃にて保存

定量範囲 100 ～ 10000 pg/mL

最低出検数 30 検体以上

納 期 検体受領後4週間以内

検査概要

使用機器について

当社では、トリプルQ型質量分析装置を用いた
MRM (Multiple. Reaction Monitoring) による定量分
析を行っています。
Q1で目的のプレカーサイオンを選択し、続くコリ
ジョンセルで不活性化ガスと衝突させ断片化しま
す。さらにQ3でプロダクトイオンを選択すること

により、高選択性・高感度の定量分析が可能にな
ります。

検査装置：島津製作所製
トリプルＱ型質量分析装置
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臨床的意義（測定意義）

コルチゾール検査バリデーション結果

コルチゾールについて

コルチゾール

コルチゾールは糖質コルチコイドの一種であり、糖代謝、タンパク質代謝、脂質代謝の促進や抗炎
症、免疫抑制に関与する生体に必須のホルモンです。
コルチゾールの分泌は、朝が一番高く、夜に低くなる日内変動を示します。さらに、ストレスに応
答して分泌量が増加します。
ストレスを受けると脳下垂体から副腎皮質刺激ホルモンが分泌され、副腎皮質からコルチゾールが
放出された結果、生体防御機構が働きます。コルチゾールは「ストレスホルモン」とも呼ばれ、ス
トレス評価のバイオマーカーとして利用されています。

項 目 評価方法 結 果

日内再現性 Ｎ＝５のＣＶ値 ＣＶ＜１５％

真 度 真値からの乖離 ＲＥ＜１５％

検量線直線性 検量線からの乖離
Ｒ＞０．９９
ＲＥ＜１５％

添加回収率 回収率 ＲＥ＜３０％
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